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要旨
「受療過程援助論/援助技術」でl叩7年度より導入したProblemBased Learning (以下、 PBLと
する)の学習方法としての可能性と今後の課題を検討するためにPBLの体験から学生がどのよう
なことを学んだのかを明らかにした。
単元「症状出現から治療決定までのプロセスと患者の反応の理解」をPBLを用いて行い、それ
を受講した学生のうち、協力の得られた67名に対し、単元学習終了後、 rPBLについて学んだこと
は何かJを問う自作の半構成質問紙を配布し、回収した。回答から「学生が学んだことjを抽出
し、コード化し、さらにカテゴリー化した。その結果~ 15のカテゴリーが抽出され、学生は初め
てのPBL体験を通して①学習目標にそった学習内容と問題を解決する方法、②看護者として必要
な態度、③学習者として必要な態度について学んでいた。本単元における学習方法としてPBLは
効果があり、今後の課題として、これらの学びがその後の学習に及ぼす影響ならびに学生の学び
を促進するテューターの関わりについて明らかにしていくことがあげられた。
キーワード:Problem Based Learning テュートリアル 問題解決思考教育方法
1.はじめに
本学看護基礎科目である「受療過程援助論Jおよ
び「受療過程援助技術」は、 2年次前期に開講され、
検査および治療を受ける患者の援助方法と、検査お
よび治療に伴い必要となる基本的援助技術を学ぶ科
目である。
検査や治療を受けることによって生じる患者の反応
を理解するためには、これまでに習得した人体の構造
や機能、疾患が生じるメカニズムといった医学的知識
のみならず、人間の心理や患者の社会的背景といった
多方面にわたる知識や情報を統合して問題を解決して
いく能力が必要である。また、検査方法や治療方法は、
日々進歩し発展しており、それらを受ける患者への援
助を考え実践していくためには、与えられた知識を習
得するだけでなく、自ら課題を見いだし学習していく
主体的な態度が必要であると考える。
そこで本科目では、 1997年度より一部の単元にお
いて、問題解決能力の育成と課題に自ら取り組む態
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度を養うことを目的としてPBLを導入した。 PBLは
その学習方法としての性質上、統合カリキュラムで
行うことが望ましいとされているが、現実的には人
材の確保が難しく、特定の領域で行っているところ
が多いlト 3)。本学でも本科目の一部の単元で行って
いるのみである。
本科目でPBLを導入した結果、教材の準備や環境
の整備、授業の進め方やテューター教育といった教
育方法に関するさまざまな課題が明らかとなったへ
その一方で学生からは「自分たちで考えるから講義
形式より頭に残るJr他の人の意見を聞くことで違
った見方ができたJといった肯定的な意見が多く聞
かれ、学生達は初めてのPBL体験を通して、我々が
期待した以上の学びを得ているように感じられた。
そこで学生がPBLの体験からどのようなことを学ん
だのかを明らかにし、決して十分とは言えない体制
の中で行っているPBLの学習方法としての可能性
と、今後の進め方を検討するために本研究を行った。
2.方法
1) PBLの実際
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本科目では、「症状出現から治療決定までのプロ
セスと患者の反応の理解」と「手術療法を受ける患
者の看護Jの2つの単元でPBLを行っている。本研
究では、初めてのPBL体験で学生が学んだことを明
らかにすることを目的としたため、本科目の初期に
行っている「症状出現から治療決定までのプロセス
と患者の反応の理解」の単元で行ったPBLを研究対
象とした。この単元の学習目標は「症状出現から治
療決定までの受療過程に伴う患者の反応の理解jと
「看護援助の基本的方向性の理解Jである。状況設
定のシナリオでは肺気腫患者を事例として用い、患
者が産状の出現により受診行動をおこし、治療を決
定するまでのプロセスを自作し、使用した。
PBLの進め方は、初回に科目担当者からのオリエ
ンテーションとテューターによるデモンストレーシ
ョンを実施し、これを含めてl回90分のPBLを4回行
った。テューターは本科目担当者1名と基礎看護学
領域を担当する助手4名の計5名である。 1名はテユ
ーター経験がなく、残りの4名は前年度の本科目
PBLでのテューター経験を有するのみであったた
め、 PBL開始前にテュータ一間で「答えを教えるの
ではなく、自分たちで考えられるようにファシリテ
ートするJiメンバーが思ったことを自由に発言で
きるようファシリテートするJi学生のペースを守
るJなどテューターとしての関わり方を確認した。
さらにファシリテートする際の具体的な声かけの仕
方を示したテューターガイドを用意した。グループ
は学生8名とテューターl名で構成した。各グループ
に関連資料と板書内容を複写できるOAボードをI台
ずつ準備し、 2ヶ所の実習室に分かれ、互いに声が
聞こえない距離に離れてPBLを行った。
2)研究方法
研究対象は本単元を受講した本学1998年度2年生
81名のうち、研究協力の得られた67名である。
4回目のPBL終了後に「受療過程援助論・技術の
授業の中でPBLを4回行って、あなたが学べたと思
うことは、何ですか?Jと問う自作の半構成質問紙
を配布し、 1週間後に回収した。この時、対象学生
には文書と口頭で研究の目的、方法について説明し、
研究への協力を拒否する権利と質問紙への回答内容
が成績には影響しないことを保証した。
分析は、まず質問紙に記載された内容を何度も繰
り返し読み、「学生が学んだこと」として意味のある
まとまりごとに区切り、それらから意味を抽出し、
コード化した。次にそれらのコードを比較し、同様
の意味を持つコード同士をまとめ、カテゴリー化し
た。このプロセスを6名の研究者間で同意が得られる
まで繰り返し、分析の信頼性を高めるよう努力した。
3.結果
PBLを通して学生が学んだこととして15のカテゴ
リーが抽出された。カテゴリーと実際の回答例につ
いて表したものが表1である。以下、カテゴ1)・ーを
( )で、実際の回答を i Jで示す。
〈事例患者について〉では「患者自身も辛かった
のだと思うJといったシナリオに用いた事例患者の
気持ちについて、 〈事例患者への援助を考えるため
に必要なこと〉では「その人らしさを損ねない生活
にしていく」というような事例患者への看護の方向
性について述べられていた。(知識〉では援助方法
のバリエーションの拡がりや具体的な援助方法とい
った援助方法に関する知識と事例患者の疾患やその
治療、既往歴、社会保障制度といった医療に関する
知識について述べられていた。(対象の理解〉では
「一方から見るだけでは、患者の気持ちに近づいて
あげられない」ゃ「患者のことが中心となり、それ
に疾患がどう関わっているか」というような対象の
理解の仕方や患者とはどの様な存在なのかといった
ことについて述べられていた。(援助の考え方〉で
は「段階を追って解決していくJという問題を解決
していく方法や、 i-機能の障害というように分類
できる」と援助をどのように考えていくかについて
述べられており、そのために必要なことが〈援助を
考えるために必要なこと〉で表されていた。(問題
を解決するための考え方〉では、「順序立てて考え
ていくjという考え方や「どこに議論のポイントを
見つけだし、どう展開していけばいいかJという物
事の考え方について述べられており、 〈問題を解決
するために必要なこと〉では相手の意見に疑問を持
ち、その疑問から自分たちで発展させることができ
たことが述べられていた。(知識の整理・活用の仕
方〉には、知識の整理の仕方やその活用といった問
題解決のための手段が表されていた。(看護にとっ
て大事なこと〉では「患者一人一人によって援助も
様々に変わるJiその人にとって一番いい看護を見
つけることが大切」といった個別性を大切にするこ
とや患者主体に考えることなど、看護観の形成に影
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表1 PBLの体験を通して学生が学んだこと
カテゴリー名 回答例
事例患者について -二度とあんな痛い恩いはしたくないと思うのは当たり前のことで、事例患者自身も辛
かったのだと思う。
-事例患者の気持ちも推測できるようになった。
事例患者への援助を考え -事例患者が酸素療法を行う上で、その人らしさを損ねない生活にしていくことをまず
るために必要なこと 第一に考えるのが大切で、病気になって精神的に辛いだろうから、周りの人の協力を
得ながら少しでも健康だった頃に戻すべきだ.
知様 援助方法について
-自分が考えついた援助の仕方とは別の援助の方法がいろいろ分かった.
-受療過程においての具体的な援助の仕方を学べた.
医療について
-虫垂炎や50年前の医療、在宅酸素療法のζとなどを学べたと思う。
-年金や肺気圏のこともわかった.
対象の理解 対象の理解の仕方
-一方から見るだけでは、患者の気持ちに近づいてあげられないなと感じた。
(疾患中心ではなく)患者のことが中心となり、それに疾患がどう関わっているかを
考えていた.
患者とは
-患者の気持ちは不安ーっとってもそれは、病気に対する不安や、入院や手術に対する
不安など、内容はいろいろで、それが時間と共に変化していくものだということを学
んだ.
援助の考え方 -事例を読み、まず何をしたらよいのか? どのようにして患者に援助していけばよい
のか? 段階を追って解決していくという方法が、分かつてきた。
-一つ一つの病気というものはある程度大まかに~機能の陣書というように分類できる
援助を考えるために必要 -今まではこの病気になったからどのような宥飯が必要なのかというようなことを考え!
なこと ていたけれど、今回の授業で更に患者のことを考えられるようになったと思う。
-入院以前の患者が経験したことや人の価値観を知る、あるいは知ろうとする姿勢が大
切だということも分かった.
問題を解決するための考 -フリーな状態で、どこに議論のポイントを見つけだし、どう展開していけばよいかと
え方 いう穆を学んだ.
-順序立てて考えていくこと、考え方を学んだ.
問題を解決するために必 -先生から説明されるとそれは全て正しいものと納得し、そこで終わってしまうことが
要なこと 多いが、学生同士ではその意見は本当に正しいのかと、そこから発展し、自分たちで
進めていくことができた。
知機の整理・活用の仕方 -今までの情穫で学習した内容や調べてきた資料などをうまく利用できるようになった.
-事例の中で前の情報などを使うことにより、もっと強〈配憶に残るような気がした。
看護にとって大事なこと -患者の立渇からものを見て気持ちを理解してケアすること
-その人にとって一番いい看護を見つけることが大切
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(表1 続き)
グループワークに関する|知議習得の効率性
こと -他人の意見を聞いて理解するということを学べた。自分一人で調べると、考え方が一
つにかたまりがちであったが、 PBしでは、閉じことについてみんなで調べる機会があっ
たので、幅広い知援を身につけることができた。
グループワークの進め方
・グループ内での役割の見定め方が学べた。
・自分逮で話を進めていく、という流れを学べた。
グループワークを進めていく上で大切なこと
・チームワークの大切さ。たくさんのことを考えたり調べたりすることも、みんなでや
ればそれなりにζなすことができるのだと思った。
伝達・表現に関すること|伝えるために大事なこと
・自分がどう感じどう考えたのか頭の中で整理しそれを言葉にできなければならない
と思った。
伝えることの灘しさ
・自分の思っていることや考えていることが、タイミングよく上手く話すことができな
くてとまどった。
・自分の意見を他人に伝える難しさを学んだ。
表現することに対する自分の変化
-自分の意見に自信を持って話せるようになった。
・人前で教科書を腕むことも嫌いだったけど、 PBしの織な意見の出し合いをしてみて特
に嫌ではなくなったような気がする。
表現することの大切さ
・何でも言ってみた方がいいということ。
-そんなにかしこまって意見を言えなくてもいいんだなあと恩った。思ったこと、考え
たことを素直に言えれば、たとえうまく言えなくても、話し合いができる。
様々な見方・考え方の存|栂々な思考の存在
在 |・自分が思っている事は、ほんの一部にすぎない。他にも意見はいろいろあるし、また
全く反対の意見もあるということが、当たり前のように思えるが、改めて認誠できた。
.人はそれぞれ考え方や思っていることが遣う。
嫌々な視点(見方)の存在
・事例を自分が見ている面とは別の面(角度)から見ることが出来る(発見できる)と
いうことを学べた。
学習を促進させるもの |他者の意見の傾聴
・他人の意見を聞き、それに対して自分でも考えてみるということ。
・他の人の意見をよく聴きその人が何を訴えているのか理解しようと努力した。
主体的に取り組むこと
・自分で能動的に考えることができたと思う。
・話さなければ愈見が進まない。そういうことを感じて、よし頑強るぞと患った。
自分自身への気づき ・自分の考え方(楽天的や単純など)のパターンなども分かった。
「私はこう恩ったけど、そんな考え方をする人もいるんだJと恩えるようになった。
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響を与えるような学びが表されていた。(グループ
ワークに関すること〉には、集団による知識習得の
効率性やグループワークの進め方、グループワーク
をすすめていく上で大切なことが表され、 〈伝達・
表現に関すること〉では、自分の考えなどを表現し
たり、他者に伝えることの難しさや大切さ、伝える
ために必要なこと、さらに表現できるようになった
自分自身への変化などについて表されていた。
〈様々な見方・考え方の存在〉は、多くの人の意見
を聞くことによって改めペ 分とは異なる考え方や
見方の存在を知ったこと元 lべられており、 〈学習
u"l 
を促進させるもの〉では官2・の意見を傾聴したり、
主体的に取り組むといった l雪者としての態度に関
することが述べられていた ちらに〈自分自身への
気づき〉では「自分の考え方のパターン」への気づ
きや他者の意見に対する自分の反応の変化に対する
気づきが述べられていた。
また、回答の中には学んだこととしては抽出でき
なかったが、「自分の意見を言って否定されるとい
うことがなかったから自信が生まれたJr看護を考
えていくのが楽しくなったJrまた意見が言いたく
なる」といったPBLでの肯定的な体験についても述
べられていたものがあった。
4.考察
1)初めてのPBL体験を通して学生が学んだこと
(1)学習目標にそった学習内容と問題を解決する方
法
学生は事例患者を理解し、事例患者への援助を考
えていくことを通じて〈事例患者について) (事例
患者への援助を考えるために必要なこと〉、援助方
法や医療についての〈知識〉、 〈対象の理解〉の仕
方や〈援助の考え方) (援助を考えるために必要な
こと〉を学んで、いた。これらのことから学生がPBL
で学んだと認識していたことは本単元の学習目標で
ある「症状出現から治療決定までの受療過程に伴う
患者の反応の理解」と「看護援助の基本的方向性の
理解」に合致したものであった。
また、学生は事例患者の理解にとどまるだけでな
く、 〈問題を解決するための考え方〉や〈問題を解
決するために必要なこと〉といった問題解決のため
の方法についても学んでいた。検査方法や治療方法
は日々進歩、発展しており、こうした治療や検査を
受ける患者を援助するためには常に新しい状況に対
応する能力が必要である。看護基礎教育課程におい
て自ら問題を見いだし、解決する能力を養うことは
今後、看護過程を展開する能力を高めていくために
も非常に重要であると考える。 PBLとは、事例を通
して学習者がそこに自ら問題を発見し、自分たちで
学習すべき目標や課題を設定して学習を深める学習
方法である5)。つまり、問題解決能力の育成を目指
した教育方法であり、このような学びが得られたこ
とは当然ともいえる。しかし、事例の内容によって
は、これまでに学習していない専門用語が多く含ま
れていたり、学習課題が複雑すぎると短期間での学
習では事例の理解にとどまることも考えられる。学
生は1年次に他の科目で肺気腫の患者の事例を学習
していたことから、今回のPBLでは事例の理解にと
どまらず、問題解決の方法まで学べたのではないか
と考える。事例を含めた教材はPBLを成功させるた
めの重要なカギだと言われている6)。今回のPBLで
は学生にとって多少なじみのある内容の事例を用い
るという工夫を行ったことで限られた時間の中で効
果的な学びを生んだとも考えられる。今後も学習課
題の吟味を行うと同時に学生のそれまでの学習状況
を十分把握した上で事例を選択、見直し、修正して
いくことが必要だ‘ろう。
本科目では、治療や検査を受ける患者への援助を
考える方向性として「治療を受ける患者の反応を理
解し、治療効果を最大限かつ治療による影響を最小
限にするjことをあげている。治療を受ける患者の
反応を理解するためには検査や治療のメカニズム、
人体の構造や機能、疾患の生じるメカニズムといっ
た医学的知識だけでなく、心理学や、患者の社会的
背景についての知識や情報を活用すること、そして
それらを統合して多面的に患者を理解する力が必要
とされる。学生たちはPBLを通して〈さまざまな見
方・考え方の存在〉を知り、これまでに習得した
〈知識の整理・活用の仕方〉を学んでおり、これら
のことから物事を多面的に見ることやそれらを統合
することが学べたと認識していることがわかった。
以上より初めてのPBL体験を通して学生たちが学
んだと認識していることは学習目標にそった学びで
あり、 PBLは本単元の学習方法として適切であった
と評価することができる。
(2)看護職として必要な態度
学生はPBL体験を通して〈看護にとって大事なこ
と〉という自己の看護観の形成に影響を及ぼすよう
? ??
な学びを得ていた。このことから学生がPBLという
方法で学習するプロセスの中で、これまでに学んで
きたことを想起し、事例を考えることを通して看護
にとって大事なことを改めて確認していたことがう
かがえる。また、学生たちはPBL体験を通して〈自
分自身への気づき〉を得ていたが、このことは人と
の関わりの中で常に自分を見つめ直すことが求めら
れる看護職を目指す学生にとって、非常に重要な学
びであるといえる。
〈グループワークに関すること〉では、グループ
ワークを進めていく上でチームワークの大切さにつ
いて学んだという学生がいた。また、 〈伝達・表現
に関すること〉では自分の，思っていること、考えて
いることを他者に表現することの大切さを学ぶと同
時に、伝えることの難しさを学んでいた。これらの
学びは多職種と協力しながら働く看護職にとって非
常に重要な学びである。
以上のことから、 PBL体験を通して学生たちは看
護職として必要な態度につながる学びを得ていたと
いえる。
(3)学習者として必要な態度
〈学習を促進させるもの〉として他者の意見を傾
聴すること、主体的に取り組むことがあげられてい
たが、これは今後の学習への取り組みに大きな影響
を及ぼすと考えられる学びである。つまり、 PBLを
通して学生は学習者として必要な態度につながる学
びを得ていた。
本科目では現在、 2つの単元でのみ、 PBLを行っ
ており、他の単元は講義と演習を組み合わせた学習
方法をとっている。今後は、科目の初期に得た学習
者としての態度に関する学びが他の単元にどのよう
な影響を及ぼしているかを明らかにするとともに、
この学びを他の単元につなげていけるよう、授業を
計画していく必要があると考える。
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2) PBLにおける肯定的な体験
回答の中には学んだこととしては抽出きれなかっ
たが、肯定的な体験について述べているものがあっ
た。学習成果に対する満足感、不満足感は学習意欲
に影響し、学習意欲は学習活動に影響する。さらに
学習活動の結果、学習成果が得られると言われてい
る7)。学生の中にはPBLで自分の意見や考えを発言
し、それが否定されないという体験から自信が生ま
れ、安心感と学習の楽しさを感じているものがおり、
このような感情は次の学習意欲へとつながっていく
のではないだろうか。このことは「また言いたくな
る」という回答からも裏付けられる。この学習成果
に対する満足感には、少人数グループで意見を言い
やすかったことやテューターが学生の意見や考えを
否定することなく、自由な思考とその表現を促すよ
うに関わったことが影響したのではないかと考え
る。今後の課題として、学生の学びを促進するテュ
ーターの関わり方について検討していく必要がある
と考えられた。
5. まとめ
受療過程援助論/援助技術での初めてのPBL体験
を通して学生たちは
(I)学習目標にそった学習内容と問題を解決する方
法
(2)看護職として必要な態度
(3)学習者として必要な態度
について学んでいた。また、 PBLで肯定的な体験
をしていた。
今後の課題として、授業の初期に得た学習者とし
ての態度に関する学びがその後の学習に及ぼす影響
および学生の学びを促進するテューターの関わり方
を明らかにしていくことがあげられる。
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